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編集・発行 小斎振興協議会 

       〒９８１－２４０１ 宮城県伊具郡丸森町小斎字山崎６３－１ 

                 小斎まちづくりセンター内 

電話０２２４（７８）１１１１  FAX ０２２４（７３）７００７ 

 

小斎振興協議会 広報紙 

【今月の写真：小斎小学校卒業生のみなさん】 

 ３月１９日（金）小斎小学校の卒業式が執り行われました。（今年は８名が卒業。） 

 式の後、卒業生のみなさんが小斎まちづくりセンターを訪れました。  

 新たな道を歩み出したみなさんのご活躍を、心よりお祈りいたします！ 

 

卒業おめでとう！ 
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フラワーサークル蘭★蘭 主宰 舩山 留未様らを講師にお迎えし、プリザーブド    

フラワーのアレンジメント体験を行ないました。（１１名参加） 

今回は立体的な造形が美しい「トピアリー」に挑戦。先生方のご指導により素敵な

作品ができあがりました！ 

 

２月～３月の小斎地区

 

 プリザーブドフラワー教室 Ｒ３．２．２８（日） 

花を選び… 

飾りつけて… 
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 とは？ 

 

 

 

 

 
 
 

石 な し・・・粘土質の土地で、石がほとんど見当たらないことから。 

  かつて「犬にぶつける石もない」とも言われていたそうです。 

 

下戸なし・・・昔、小斎にはお酒を飲めない人がいなかったそうです。 

           明治３０年ころの小斎では年額で３万円 酒代に消費したと 

いいます。（当時、橋の建設に４万円かかったそうです。） 

 

百姓なし・・・佐藤家が小斎を治めているころ、小斎の約２００戸のうち、 

４戸の専業農家を除いてほとんどが武士の身分でした。 

（ふだんは武士も農業をして暮らしていたようです。） 

 

Ｒ３．３．１８（木） 小斎の歴史学習会 

＼小斎を語るうえで欠かせない／ 

今回は迫の窪田 高広様（元

丸森町教育委員会 生涯学習課

長）を講師に、郷土の歴史や文

化について学びました。 

（１０名参加） 

 

今年度では実際に小斎の名所

や史跡を見学する予定です。 

 

地域の特徴をあらわすものとして、昔から小斎で伝え 

られてきた言葉です。 

大正１５年（１９２６）に発行された「伊具郡誌」にも記録

されています。 
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小斎まちづくりセンター 施設のご利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  
 

感染予防のため、ご協力をお願いいたします！ 

① ３密（密閉・密集・密接）を徹底して避けましょう。 

② 人と人との間隔を２ｍ（最低でも１ｍ）確保してください。 

③ 大声での発声、歌唱や声援、近い距離での会話はご遠慮ください。 

④ 連絡先の把握のため、参加者名簿の作成にご協力ください。 

⑤ １～２時間ごとに５～１０分、部屋の換気を行なってください。 

⑥ 手洗い・手指の消毒、マスクの着用にご協力をお願いします。 

お問合せ：小斎まちづくりセンター：☎７８－１１１１ 

こまめに手洗い・消毒をしましょう！ 

３密（密閉・密集・密接）を避けましょう！ 

いずい
．．．

けど、マスクを着けましょう！ 

 

 

 

住民票や印鑑証明書、戸籍・税務証明の発行申請受付は、 

通常どおり取り扱っております。（平日の８：３０～１７：１５） 

 

本町内及び近隣市町で感染者が出ていますが、引き続き感染予防を

徹底し、冷静な対応・行動を心がけましょう！ 

 

 

 

こ・さ・い で 感染症予防！ 
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電 話 ０２２－３９８－９２１１ 

ＦＡＸ ０２２－２００－２９６５（聴覚や言語が不自由な方） 

 

 

 

※ ２４時間対応 

症状が重く、緊急を要するときは、 

   救急車（☎ １１９）を要請しましょう! 

 

 新型コロナ 

宮城県の 受診・相談センター 

発熱などの症状があるけれど… 

「かかりつけ医等がいない」  「相談先が分からない」 

そんなときは、下記まで！ 

 

✔ マスクを着け、ひとり、またはなるべく少人数で出かける。 

✔ 空いている時間帯にお店へ行く。 

✔ 買うものを決めて出かける。（短時間で済ませるため） 

✔ 商品・展示品にはできるだけ手を触れない。 

✔ レジに並ぶときは、前後の間隔を空ける。 

✔ 帰宅したらしっかり手洗い・消毒をする。 

✔ 通販の利用も検討する。 

感染拡大を防ぐには、 

お互いの思いやりと、ひとりひとりの心がけが 必要不可欠です。 

 

【買い物で気をつけたいこと】（再掲） 

 



 
 

  - 6 -   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ

 

【主な活動】 日帰り研修・一泊研修、 

グラウンドゴルフ、社会奉仕活動 ほか 
 

【年 会 費】 1,000 円 

● お問合せ：会長 髙瀬 正男さん（☎ 78－1152）またはお近くの長寿会会員まで 

 

 

５月２３日  開催予定 

新型コロナウイルスの感染状況により、中止になる場合があります。 

日 

６０代～８０代のみなさんが元気に活動しています！ 

小斎長寿会

第 回 

 

物見櫓 見学可能になりました 

２月１３日夜に発生した地震による損傷につきまして、 

修繕が行われ、見学が可能になりましたのでお知らせいたし 

ます。 

 

なお、石垣及びコンクリート箇所に落石・ひびなどがあり

ますが、物見櫓の安全面には問題ないとのことでした。 

今後、この箇所も小斎歴史伝承会と連携して修繕を行う 

予定です。 
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図書室より

 

● 時 間 ： 平日の午前９時～午後５時   

● 貸 出 ： ひとり２冊まで。 １週間以内に返却。 
 

お問合せ：小斎まちづくりセンター（☎７８－１１１１） 
 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

読書で  を楽しもう！ 

４月２３日は「子ども読書の日」です。 

読書は、子どもたちが成長するうえで、言葉や文字を学ぶのはもちろん、  

感性や表現力・創造力を育むために大切な活動とされています。 

また、大人にとっては知識・教養を深められるだけでなく、脳の活性化や   

ストレス緩和などへの効果も期待されています。 
 

コロナ禍で「おうち時間」が増えていることと思います。子どもだけでなく、

大人のみなさんも本にふれてみませんか？ 

「言葉屋
こ と ば や

」 シリーズ 

著：久米絵美里 ほか（朝日学生新聞社） 

 

「言葉屋」という不思議な仕事をする 

ことになった少女の物語を通じて、言葉

の大切さを教えてくれる一冊です。 

児童図書ですが、インターネットや 

ＳＮＳに疲れた大人の方もどうぞ！ 

今月のおすすめ！ 
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くらしの情報

      

おでかけの際は時間にゆとりをもち、 

思いやりのある運転を心がけましょう。 

 

期 間：４/６  ～１５ 

春 

火 木 

新一年生の通学が始まります。  

通学路の通行に配慮をお願いいたします。 

令和３年 交通安全年間スローガン 

● 一般部門Ａ・・・運転者（同乗者を含む）に呼びかけるもの 

ゆとりある 心と車間の ディスタンス 

 

● 一般部門Ｂ・・・歩行者・自転車利用者に呼びかけるもの 

ママなんで？ 赤は止まると 習ったよ 

 

● 子ども部門・・・子どもたちに交通安全を呼びかけるもの 

自転車に  乗るならきみも  運転手 
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みなさんの作品・情報 募集中！ 
 

俳句や短歌、川柳などの作品や、小斎の 

思い出や言い伝え、イベントの感想など、 

ぜひお寄せください！ 

（※ ペンネームもＯＫ！） 
 

小斎まちづくりセンター（☎７８―１１１１） 

天気に まつわる言い伝え ③ 

●「キジが鳴くときは地震がある。」 

●「斗蔵山からくる雷は一週間続く。」 

●「斗蔵山に黒雲がかかると雷がくる。」 
   

【次号につづく】（参考：丸森町史） 
   

【情報お待ちしています！】 本コーナーで紹介しているものの他に、みなさんが聞いた

ことのある言い伝えがございましたら、ぜひ小斎まちセンまで！（☎ ７８－１１１１） 

 

知ってる？ 

２月、３月と、大きな地震が発生しています。 

「備え」をもう一度確かめてみましょう。 

 

☑ 避難場所・避難経路の確認 
 

☑ 家族・親戚との連絡方法の確認 
 

☑ 水・食料の備蓄、非常持ち出し袋の点検 

  （マスクや消毒液、体温計も忘れずに。） 
 

☑ 家具などの固定に異常がないか。 
 

 
 

地震や災害に 
 

備えましょう！ 
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小斎地区の人口・世帯数（令和３年３月１日現在） 

 男 性 女 性 合 計 世 帯 数 

山 口 ８７（－３） ６６（＋１） １５３（－２） ５４（±０） 

中  原 ５５（＋２） ５１（＋２） １０６（＋４） ３５（＋１） 

迫 ３２（－１） ２７（－１） ５９（－２） ２５（＋１） 

源 太 郎 ６８（－３） ６２（－１） １３０（－４） ４６（－１） 

麓 ６６（±０） ６４（±０） １３０（±０） ４４（±０） 

清 水 上 ４８（±０） ４９（－２） ９７（－２） ４０（－１） 

清 水 下 ４０（－２） ４７（－２） ８７（－４） ３２（±０） 

弓 目 木 ２４（－１） ２５（－１） ４９（－２） １９（－１） 

北 新 ５８（＋１） ５２（－１） １１０（±０） ３７（±０） 

合 計 ４７８（－７） ４４３（－５） ９２１（－12） ３３２（－１） 

丸森町合計 ６，４４５（－191） ６，３８８（－202） １２，８３３（－393） ４，９９５（－72） 

（※ カッコは前年同月比）
   

ごみは、お住まいの

行政区の集積所に 

出しましょう！ 

 ※　ごみは指定された日の朝８時３０分までに集積所に出しましょう。

毎週火・金曜日

　７日（水）

毎週木曜日

　５日（月）

１４日（水）・２８日（水）

◆ ごみ収集カレンダー（令和３年４月）

２６日（月）

もやせるごみ

もやせないごみ

容器包装プラスチック

びん類

１２日（月）

１９日（月）缶　類

その他のプラスチック
資源ごみ

紙類・衣類

ペットボトル

春のたより 次々と 

先月、遊仙寺の境内・墓地にて撮影しました。 

みなさんも身近な春を探して散策してみてはいかが

でしょうか？ 

 


